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家

庭

小

説

の
消

長

―
―

『大
阪
毎
日
新
聞
』
の
明
治
―
―

一
、

「
圏
外
」

の
文

学

家
庭
小
説
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
あ
る
。　
一
九
〇
〇
年
前
後
に
文
学
の
理
念
を
実
践
す
る
も
の
と

し
て
も
て
は
や
さ
れ
た
が
、
文
学
の
芸
術
化
と
男
性
ジ

ェ
ン
ダ
ー
化
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
、
や
が

て
大
正
期
以
降
、
通
俗
小
説
や
大
衆
小
説

へ
延
引
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
。

『明
治
文
学
全
集
９３
　
明
治
家
庭
小
説
』
の
瀬
沼
茂
樹

の
解
説
を
参
照
す
れ
ば
、
村
井
絃
斎

の

「
日
の
出
島
」
、
「食
道
楽
」
を
濫
腸
と
し
て
、
徳
富
産
花

「不
如
帰
」
、
尾
崎
紅
葉

「金
色
夜

叉
」
、
菊
池
幽
芳

「
己
が
罪
」
や

「乳
姉
妹
」
、
中
村
春
雨

「無
花
果
」
、
田
口
掬
汀

「女
夫
波
」
、

草
村
北
星

「相
思
怨
」
、
「濱
子
」
、
柳
川
春
葉

「
や
ど
り
木
」
、
「生
さ
ぬ
仲
」
、
大
倉
桃
郎

「琵
琶

歌
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
が
。
他
の
研
究
者
に
お
い
て
も
、
家
庭
小
説
と
い
え
ば
、
ほ
ぼ
同
様

の
作
品
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

瀬
沼
に
よ
れ
ば
、
家
庭
小
説
は
文
壇
の

「圏
外
」
で
形
成
さ
れ
た
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
と
い
う
。

こ
の
指
摘
は
お
そ
ら
く
妥
当
な
も
の
だ
。
飯
田
祐
子
が
跡
づ
け
た
よ
う
日
、
ま
ず
最
初
、
家
庭
小

説
は
文
学
批
評
の
う
え
で
、
あ
る
種
の
理
念
と
し
て
提
示
さ
れ
た
。
理
念
と
し
て
の
家
庭
小
説
に

は
、
文
学
を
倫
理
的
に
武
装
す
る
こ
と
で
、
文
学
が
継
承
し
て
い
た
前
近
代
的
な
い
か
が
わ
し
さ

を
排
除
す
る
意
図
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
実
作

へ
移
行
し
た
の
は
主
に
出
版
、
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
と
結
び

つ
い
て
い
た
作
家
た
ち
だ

っ
た
。
家
庭
小
説
の
試
み
は
、
あ
る

一
定
の
度
合

い
ま
で

一
般
読
者
の
文
学

へ
の
認
識
を
改
め
る
結
果
に
な

っ
た
だ
ろ
う
。
だ
が
、
明
治
三
〇
年
代

後
半
、
芸
術
を
至
上
価
値
と
す
る
文
学
概
念
の
確
立
と
と
も
に
、
文
学
は
作
家
主
義
、
個
人
主

岡

義
、
男
性
ジ

ェ
ン
ダ
ー
化

へ
傾
斜
し
は
じ
め
る
。
そ
の
結
果
、
道
徳
的
な
意
味
合
い
の
強
さ
に
よ

っ
て
女
性
ジ

ェ
ン
ダ
ー
化
さ
れ
た

一
般
の
読
者
に
受
容
さ
れ
て
い
た
家
庭
小
説
は
、
排
除
の
対
象

と
な
り
、
文
壇
圏
外
に
追
い
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
以
上
が
家
庭
小
説
と
文
学
を
め
ぐ
る
簡
単

な
見
取
り
図
で
あ
ろ
う
。

文
壇
の

「圏
外
」
と
い
う
こ
と
ば
に
は
二
重
の
意
味
が
あ
る
と
い
え
る
。　
一
つ
は
、
い
わ
ゆ
る

近
代
日
本
文
学
史
の

「圏
外
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
近
代
の
日
本
文
学
史
を
た
ど
る
と
き
、
そ

こ
に
作
品
群
と
し
て
の
家
庭
小
説
が
占
め
る
場
所
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
も
し
あ

っ
て
も
、
わ
ず
か

に
紅
葉
、
産
花
の
名
が
挙
げ
ら
れ
る
程
度
だ
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
作
品
は
芸
術
作
品
の
歴
史
の
な
か

に
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
ず
、
通
俗
小
説
、
大
衆
小
説
の
祖
先
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
な
さ

れ
る
の
み
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
う
し
た
文
学
史
記
述
の
問
題
は
、
あ
る
種
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
間

題
で
あ
る
。
文
学
の
芸
術
性

へ
の
志
向
が
、
通
俗
小
説
、
大
衆
小
説
と
の
三
分
化
を
推
進
し
た
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
芸
術
至
上
主
義
的
な
文
学
概
念
が
確
立
さ
れ
る
ま
で
の
揺
笙
期
に
は
、

文
学
の
芸
術
化
、
芸
術
を
至
上
の
価
値
と
す
る
文
学
と
い
う
理
念
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー

・
カ
ル
チ
ャ

ー
と
し
て
の
意
味
を
前
面
に
打
ち
出
す
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
文
学
の
芸
術
化
が
認

知
さ
れ
る
と
、
文
学
は
ハ
イ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
し
て
権
力
性
を
前
景
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
ハ
イ

カ
ル
チ
ャ
ー
と
し
て
の
文
学
は
通
俗
小
説
、
大
衆
小
説
を
排
除
し
、
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
イ

を
確
定
す
る
。
ま
さ
に
、
家
庭
小
説
は
そ
う
し
た
地
点
か
ら
遡
及
的
に
文
学
の

「圏
外
」

へ
と
追

い
や
ら
れ
た
ジ
ャ
ン
ル
で
あ

っ
た
の
だ
。

も
う

一
つ
は
、
文
壇
＝
東
京
の

「圏
外
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。　
一
九
〇
〇
年
代
、
大
き
な
規

模
で
の
出
版
事
業
は
東
京
と
関
西
の
二
点
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
た
。
特
に
創
作
と

い
う
点
で

矢日

徳
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は
、
東
京
で
の
戯
作
文
化
の
影
響
が
読
書
を
モ
ー
ド
化
し
、
物
語
の
作
り
手
た
ち
を
族
生
さ
せ
る

環
境
を
準
備
し
た
と
い
え
る
。　
一
方
、
関
西
で
は
出
版
業
は
盛
ん
な
が
ら
、
け

っ
し
て
優
れ
た
作

家
が
活
躍
し
て
い
た
と
は
い
い
が
た
い
状
況
だ

っ
た
。
『読
売
新
聞
』
を
追
い
出
さ
れ
、　
一
八
九

八

（明
治
三

一
）
年
に
神
戸
に
移
住
し
た
江
見
水
蔭
は
、
関
西
移
住
を

「流
行
作
家
没
落
」
の
末

路
と
い
う‐
。
こ
の
こ
と
ば
に
は
文
壇
＝
東
京
の

「圏
外
」

へ
は
じ
き
だ
さ
れ
た
作
家
の
自
嘲
が
あ

ろ
う
。
だ
が
、
そ
の
水
蔭
を
神
戸
で
は

一
流
作
家
と
し
て
仰
視
し
て
い
た
と
い
う
。
配
僕
落
」
と

い
う
水
蔭
の
自
己
評
価
と
関
西
で
の
扱

い
の
違
い
は
そ
の
ま
ま
創
作
者
の
水
準
と
通
じ
て
い
る
だ

ス
マ
つ
。

家
庭
小
説
を
代
表
す
る
菊
池
幽
芳
は
こ
の
時
期
の
関
西
で
の
文
学
状
況
を

「文
学
雑
誌
の
長
く

成
立
す
る
を
許
さ
ず
」
、
「浪
華
文
壇
は
こ
れ
を
極
言
す
る
時
は
混
沌
た
る
暗
黒
界
に
し
て
只
暗
中

の
産
出
物
と
し
て
僅
か
に
朝
日
毎
日
両
新
聞
に
顕
る

ヽ
小
説
如
き
に
満
足
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
」
と

い
う‐
。
わ
ず
か
な
が
ら
、
『大
阪
朝
日
』
、
『大
阪
毎
日
』
が
文
学
作
品
を
掲
載
し
て
い
た
だ
け
と

い
う
わ
け
で
あ
る
。
文
学
不
毛
の
土
地
と
い
う
大
阪
の
イ
メ
ー
ジ
は
関
西
全
体
を
覆

っ
て
い
く
。

そ
う
し
た
文
学
不
毛
の
地
に
お
い
て
、
そ
う
し
た
状
況
を
打
破
し
よ
う
と
創
作
さ
れ
た
文
学
作
品

群
が
家
庭
小
説
な
の
で
あ

っ
た
。

二
重
の

「圏
外
」
に
位
置
す
る
家
庭
小
説
は
、
は
た
し
て
ど
の
よ
う
に
出
発
し
、
展
開
し
て
い

っ
た
の
か
。
そ
の
出
発
に
つ
い
て
は
多
く
の
論
者
の
関
心
を
集
め
る
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
の
展
開
過

程
を
論
じ
る
も
の
は
案
外
少
な
い
。
本
稿
で
は
、
家
庭
小
説
の
歩
み
に
注
目
し
て
い
き
た
い
と
思

つヽ
。

二
、
講
談

の
近
代

菊
池
幽
芳
の
家
庭
小
説
観
を
語
る
と
き
、
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
引
用
さ
れ
る
の
は
、
単
行

本

『乳
姉
妹
』
の

「
は
し
が
き
」
で
あ
る
。

全
体
私
は
私
共
の
新
聞
に
講
談
の
載
る
事
を
だ
ん
ノ
ヽ
廃
し
た
い
と
い
ふ
考
で
、
そ
れ
に
は

何
か
之
に
代
る
適
当
な
も
の
を
見

つ
け
た
い
。
今
の

一
般
の
小
説
よ
り
は
最
少
し
通
俗
に
、

最
少
し
気
取
ら
な
い
、
そ
し
て
趣
味
の
あ
る
上
品
な
も
の
を
載
せ
て
見
た
い
。　
一
家
団
果
の

む
し
ろ
の
中
で
読
れ
て
、
誰
に
も
解
し
易
く
、
家
庭
の
和
楽
に
資
し
、
趣
味
を
助
長
し
得
る

や
う
な
も
の
を
作

つ
て
見
た
い
も
の
で
あ
る
と
考

へ
て
居
ま
し
た
。

こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
、　
一
家
団
彙
、
家
庭
の
和
楽
、
趣
味
の
助
長
な
ど
の
言
辞
は
、
家
庭

小
説
を
論
じ
る
際
の
常
套
句
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
飯
田
祐
子
は
こ
こ
に
家
庭
小
説
の
特
殊
化
を

看
取
す
る
。
飯
田
が
注
目
し
た
の
は
、
「最
少
し
通
俗
に
」
と

い
う
部
分
で
あ

っ
た
。
講
談
と
家

庭
小
説
と
が
並
列
さ
れ
る
こ
と
が
家
庭
小
説
の
通
俗
化

へ
の
通
路
を
開
く
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と

い
う
。
飯
田
は

「
〔講
談
＝
家
庭
小
説
＝
通
俗
／

一
般
の
小
説
】

と
い
う
図
式
を
示
す
。
た
だ
、

こ
の
図
式
は
単
純
化
さ
れ
す
ぎ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
川
崎
賢
子
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時

期
の

「通
俗
」
の
概
念
に
は
揺
れ
が
あ

っ
た
と
い
う‐
。
「明
治
三
〇
年
代
初
頭
の
段
階
で
は

「通

俗
」
に
つ
い
て
、
感
化

・
教
化

・
啓
蒙
の
た
め
に
有
効
な
方
法
と
し
て
、
そ
れ
を
む
し
ろ
肯
定
す

る
言
説
も
完
全
に
消
滅
し
て
は
い
な
い
」
と
川
崎
は
で
つ
。
幽
芳
も

「俗
受
と
い
ふ
の
は
広
く
読

ま
れ
る
事
で
俗
受
は
亦
文
学
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
條
件
だ
ら
う
と
思
い
ま
す
」
と
発
言
し
て
い

る‐
。
そ
う
し
た
概
念
の
揺
れ
は
図
式
の
な
か
か
ら
欠
落
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

幽
芳
は
明
ら
か
に
講
談
の
位
置
を
低
く
見
て
い
た
。　
一
八
九
九

（明
治
三
二
）
年
五
月
六
日
か

ら

一
〇
日
ま
で
続
載
さ
れ
た

「文
学
的
趣
味
」
と
い
う
記
事
に
は

「浮
華
淫
靡
に
傾
け
る
今
日
の

小
説
、
或
は
講
談
等
」
（五
月
七
日
）
、
「無
意
義
な
る
講
談
も
の
」
（五
月
九
日
）
と

い
っ
た
表
現

が
あ
る
。
加
え
て
、
幽
芳
の

『乳
姉
妹
』
の

「は
し
が
き
」
で
の
家
庭
小
説
の
評
価
を
反
転
さ
せ

れ
ば
、
講
談
は
趣
味
の
な
い
下
品
な
も
の
、
家
庭
小
説
は

一
般
の
小
説
よ
り
は
や
や
通
俗
だ
が
、

講
談
よ
り
は
優
位
に
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

幽
芳
の
文
学
観
は
西
欧
文
学
、
特
に
英
米
文
学
を
基
準
と
し
て
い
る
。
幽
芳
の
新
聞
小
説
家
と

し
て
の
出
発
は
、
渡
辺
台
水
と
の
共
訳

「光
子
の
秘
密
」
で
あ

っ
た
。
そ
れ
以
降
に
も

「新
聞
売

子
」
、
「国
事
探
偵
」
、
「深
山
雪
枝
」
、
「七
日
間
」
な
ど
、
多
く
の
翻
案
を
手
が
け
て
い
る
。
そ
の

他
の
創
作
に
あ
た

っ
て
西
欧
の
小
説
を
読
み
あ
さ

っ
た
と
自
ら
も
記
し
て
い
る
。
特
に

「乳
姉

妹
」
が
ヴ
ァ
サ

・
エ
ム

・
ク
レ
イ
の

「ド
ラ

・
ソ
オ

∠ヽ

の
翻
案
で
あ
る
こ
と
は
有
名
だ
。
ま

た
、
弟
の
戸
沢
正
保

（貌
姑
射
）
を
大
阪
毎
日
社
に
客
員
と
し
て
迎
え
、
文
学
欄
に
英
文
学
に
関

す
る
記
事
を
連
載
さ
せ
て
も
い
る
。
そ
う
し
た
価
値
基
準
か
ら
す
る
と
、
近
代
以
前
か
ら
続
く
講

談
が
家
庭
小
説
の
下
位
に
置
か
れ
る
の
は
当
然
だ
と
い
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は

一
面
的
な
判
定

で
し
か
な
い
だ
ろ
う
。

一
八
九
七

（明
治
三
〇
）
年
五
月
九
日
、
『大
阪
毎
日
新
聞
』
で
桃
川
燕
林
に
よ
る
最
初
の
講



諸岡 知徳 :家庭小説の消長(71)

談
速
記

「
四
国
誉
仇
討
」
の
掲
載
が
始
ま
る
。
講
談
を
速
記
に
よ
っ
て
活
字
化
す
る
と
い
う
試
み

は
、
そ
の
当
時
に
は

一
般
的
な
も
の
だ

っ
た
。　
一
八
八
九

（明
治
三
二
）
年
に
は
東
京
で

『百
花

園
』
、
大
阪
で

『百
千
鳥
』
と
い
っ
た
講
談
速
記
専
門
の
雑
誌
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
『百
千

鳥
』
は

『
こ
と
ば
の
花
』
と
名
を
変
え
、　
一
度
終
刊
す
る
も
の
の

一
八
九
五
年
に

『新
百
千
鳥
』

が
刊
行
さ
れ
た
。　
一
九
〇
〇
年
前
後
に
は
講
談
は
人
気
の
読
み
も
の
で
あ

っ
た
の
だ
。
講
談
速
記

は
東
京
で
始
ま

っ
た
が
、
大
阪
毎
日
は
大
阪
朝
日
新
聞
社
に
先
駆
け
て
新
聞
紙
上
に
講
談
を
採
用

し
た
の
で
あ
る
。
『大
阪
朝
日
』
が
講
談
を
掲
載
す
る
の
は

一
九
二
〇

（大
正
九
）
年
の
こ
と
で

あ
る
。

『大
阪
毎
日
』
で
の
講
談
の
掲
載
は
、
繰
り
返
さ
れ
る
幽
芳
ら
の
強
い
講
談
否
定
の
主
張
に
も

か
か
わ
ら
ず
、　
一
九
二
〇
年
代
ま
で
続
い
た
。
講
談
の
採
用
は
経
営
面
で
有
益
と
み
な
さ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。
途
中
、
歴
史
小
説
や
新
講
談
と
競
合
し
な
が
ら
も
、
三
〇
年
あ
ま
り
に
わ
た

つ
て
読

み
継
が
れ
た
講
談
速
記
の
魅
力
と
は
何
だ

っ
た
の
か
。
家
庭
小
説
と
い
う
問
題
を
講
談
速
記
の
側

か
ら
逆
照
射
し
て
み
る
と
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

一
九
〇
〇
年
代
の

『大
阪
毎
日
新
聞
』
紙
上
に
も

つ
と
も
多
く
名
が
見
え
る
講
談
師
は
桃
川
燕

林
で
あ
る
。
明
治
以
降
、
燕
林
に
は
二
代
、
三
代
、
四
代
が
い
た
。
『大
毎
』
で
も
代
々
の
燕
林

が
活
躍
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
は
燕
林
を
は
じ
め
と
し
て
桃
川
派
の
桃
川
如
燕
や
桃
川
小
燕
林
な

ど
の
名
前
が
多
く
、　
一
九
〇
四

（明
治
三
七
）
年
か
ら

一
九
〇
六
年
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
燕
林

一
人

の
講
談
速
記
に
な

っ
て
い
る
。　
一
九

一
〇
年
代
後
半
か
ら
は
、　
一
龍
斎
貞
山
、
真
龍
斎
貞
水
、
錦

城
斎
典
山
ら
の
典
山

・
貞
山
系
統
、
小
金
井
産
洲
、
放
牛
舎
桃
林
、
悟
道
軒
円
玉
、
猫
遊
軒
伯
知

ら
の
系
統
、
元
四
代
燕
林
の
阪
本
富
岳
、
政
治
講
談
の
伊
藤
痴
遊
な
ど
の
名
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
時
期
の
講
談
師
は
、
芸
人
と
い
う
特
殊
な
性
格
を
も

つ
一
方
で
、
権
力
者
の
近
く
に
も
位

置
し
て
い
た
。　
一
八
八
四

（明
治

一
七
）
年
頃
に
初
代
桃
川
如
燕
が
、　
一
八
八
六
年
に
二
代
桃
林

亭
伯
円
が
御
前
日
演
を
行

っ
た
と
さ
れ
る
。
売
れ
つ
子
の
講
談
師
は
華
族
や
実
業
家
ら
の
座
敷
な

ど
に
多
く
出
講
し
、
多
額
の
収
入
を
得
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
三
度
の
御
前
日
演
を
行

っ
た
初
代

如
燕
は
、
土
方
久
元
に
厚
遇
さ
れ
、
そ
の
縁
で
毛
利
家
、
黒
田
家
な
ど
の
華
族
た
ち
、
三
井
、
渋

沢
、
大
倉
、
岩
崎
な
ど
の
財
産
家
た
ち
の
邸
宅
に
出
入
り
し
て
い
た
と
い
う‐
。
こ
う
し
た
権
力
者

た
ち
と
の
結
び

つ
き
は
講
談
の
強
力
な
後
立
て
と
な

っ
て
い
た
と
い
え
る
。

や
が
て
講
談
の
主
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
忠
や
孝
は
、
近
代
日
本
に
お
い
て
天
皇
中
心
の
国
家
権

力
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
に
接
合
す
る
こ
と
で
、
近
代
国
家
の
倫
理
規
範

へ
と
更
新
さ
れ
て
い
く
こ
と
に

な
る
。
封
建
的
な
忠
孝
と
い
う
徳
目
は
、
教
育
勅
語

（
一
八
九
〇
年
）
を
経
て
、
「国
民
」
の
道

徳
と
な
る
。
藤
田
省
三
は

「道
徳
は
国
民
核

（ｚ
〓
８
∽Ｆ
『じ

で
あ
り
、
国
民
は
こ
こ
で
政
治
的

統

一
と
し
て
よ
り
も
先
ず
道
徳
的
統

一
体
で
あ
る
」
と
い
う
。
教
育
勅
語
に
よ
り
強
調
さ
れ
た
天

皇
と

「国
民
」
と
の
直
接
的
な
結
び
つ
き
に
、
忠
孝
と
い
う
徳
目
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
で
、
近
代

国
家
の
天
皇
中
心
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が
補
強
さ
れ
る
。　
一
八
八
七
年
に
は
講
談
や
落
語
で
窃
盗
や

強
盗
を
題
材
に
し
た
演
目
の
上
演
を
禁
止
さ
れ
る
が
、
そ
れ
も
国
家
権
力
の
道
徳
教
育
に
講
談
が

編
成
さ
れ
つ
つ
あ

つ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

『大
阪
毎
日
新
聞
』
に
発
表
さ
れ
た
演
目
を
通
覧
す
る
と
、
騒
動
記
、
武
勇
伝
、
仇
討
も
の
、

人
物
伝
な
ど
が
多
く
、
軍
記
物
や
侠
客
も
の
、
政
談
も
の
な
ど
は
比
較
的
に
少
な
い
。
特
に
、　
一

九
〇
〇
年
か
ら

一
〇
年
前
後
に
は
騒
動
も
の
が
多
く
、
「徳
川
天

一
坊
」
、
「相
馬
大
作
」
、
「慶
安

太
平
記
」
、
「越
後
騒
動
」
、
「黒
田
騒
動
」
、
「宇
都
宮
釣
天
丼
」
、
「伊
達
評
定
」
、
「加
賀
騒
動
」
、

「仙
石
騒
動
」
、
「桜
田
騒
動
」
、
「天
草
騒
動
」
な
ど
が
散
見
さ
れ
る
。
従
来
か
ら
大
阪
で
は
お
家

騒
動
も
の
が
好
ま
れ
て
い
た
と
い
う＜
。
「目
出
度
し
ノ
ヽ
の
大
団
円
」
の
勧
善
懲
悪
と
い
う
図
式

の
明
確
さ
と
、
読
者
が
物
語
に
期
待
す
る
波
乱
と
が
騒
動
記
に
は
約
束
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
い
え

る
。
仇
討
も
の
で
は
さ
ら
に
、
「法
制
度
を
逸
脱

・
侵
犯
す
る
者
た
ち
に
よ

つ
て
、
社
会
公
認
の

モ
ラ
ル
は
む
し
ろ
典
型
的
に
担
わ
れ
て
ゆ
く
」
こ
と
に
な
る
。
ま
さ
に
読
者
を

「政
治
的
統

一
」

で
は
な
く
、
「道
徳
的
統

一
体
」

へ
導
く
も
の
だ
と
い
え
る
。
混
乱
か
ら
秩
序

へ
と
い
う
道
徳
性

の
回
復
の
物
語
は
、
近
代
国
家
の
道
徳
理
念
と

一
致
す
る
も
の
で
あ
る
は
ず
だ
。

平
明
な
国
語
的
な
文
体
、
単
純
明
快
な
テ
ー
マ
性
と
道
徳
性
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
ド
ラ
マ
テ
ィ

ッ
ク
な
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
、
読
者
と
の
応
答
な
ど
、
す
で
に
口
承
芸
能
と
し
て
洗
練
さ
れ
て
い
た

講
談
は
、
新
聞
の
連
載
読
み
も
の
と
し
て
も
多
く
の
読
者
を
ひ
き

つ
け
る
魅
力
を
も

っ
て
い
た
だ

ろ
う
。　
一
九
〇
〇
年
代
に
は
講
談
速
記
と
そ
れ
以
外
と
い
う
二
本
立
て
の
小
説
掲
載
の
ス
タ
イ
ル

が

『大
毎
』
紙
上
に
定
着
す
る
こ
と
に
な
る
。
幽
芳
の
家
庭
小
説
は
こ
う
し
た
状
況
下
で
主
張
さ

れ
た
。
講
談
の
否
定
は
、
ま
ず
は
ジ
ャ
ン
ル
間
の
争
い
を
意
味
す
る
も
の
だ
と
い
え
る
”
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三
、

「
家
庭
」

と

小

説

講
談
の
人
気
が
高
ま
れ
ば
高
ま
る
ほ
ど
、
幽
芳
は
家
庭
小
説
の
新
し
さ
と
道
徳
性
と
い
う
優
位

性
を
主
張
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
い
っ
て
み
れ
ば
、
幽
芳
に
は
多
く
の
読
者
を
獲

得
し
て
い
る
講
談
速
記
に
対
す
る
対
抗
意
識
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
幽
芳
の
家
庭
小
説
の
理

念
は
、
従
来
か
ら
の
東
京
文
壇
で
の
議
論
を
踏
襲
し
て
は
い
る
も
の
の
、
実
作
面
で
は
講
談
と
い

う
当
時
の

『大
阪
毎
日
新
聞
』
の
新
し
い
新
聞
読
み
も
の
に
対
抗
す
べ
く
登
場
さ
せ
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
よ
う
だ
。
単
行
本

『乳
姉
妹
』
の

「は
し
が
き
」
で
の
家
庭
小
説
観
は
講
談

へ
の
対
抗
意

識
の
延
長
上
に
位
置
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
幽
芳
に
と

っ
て
講
談
と
は
、
過
去
の
も
の
で
は
な

く
、
家
庭
小
説
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
敵
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
眼
前
に
あ
る
脅
成
と
し
て
と
ら
え
ら

れ
て
い
た
と
も
い
え
る
。

そ
の
う
え
で
、
幽
芳
が
家
庭
小
説
を
優
位
と
す
る
根
拠
は
二
つ
あ
る
。　
一
つ
は
、
近
代
文
学
の

概
念
か
ら
決
定
さ
れ
る
講
談
の
古
さ
で
あ
る
。
坪
内
逍
遥
に
よ

っ
て
勧
善
懲
悪
は
前
近
代
の
遺
物

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
逍
遥
は

い
う
。
「作
者
が
岡
目
の
手
細
工
も
て
人
の
感
情
を
折
哀
な

し
、
勧
懲
と
い
ふ
人
為
の
模
型

へ
造
化
の
作
用
を
は
め
こ
む
と
き
に
は
、
非
人
情
と
世
態
と
は
己

に
天
然
の
も
の
に
あ
ら
ず
、
作
者
み
づ
か
ら
制
作

へ
た
る
誂
向
き
の
人
情
な
れ
ば
、
其
人
物
を
除

く
の
外
に
は
決
し
て
見
が
た
き
人
情
な
る
べ
し
」
名
小
説
の
主
眼
」
『小
説
神
髄
』

一
八
八
五

年
）。
人
情
世
態
風
俗
の
徹
底
的
な
描
出
を
主
張
し
た
逍
通
に
と

っ
て
、
勧
善
懲
悪
と
い
う
物
語

の
型
は
不
自
然
で
あ
り
、
不
必
要
な
も
の
で
あ

っ
た
。
勧
善
懲
悪
を
旨
と
し
た
騒
動
記
や
仇
討
も

の
な
ど
、
講
談
の
物
語
の
設
定
は
、
そ
う
し
た
近
代
文
学
の
概
念
か
ら
根
本
的
に
否
定
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
講
談
の
古
さ
と
は
、
国
家
政
策
上
の
要
請
と
理
想
と
し
て
の
近
代
文
学
概
念
と
の
差

異
の
現
れ
な
の
で
あ
る
。
た
だ
、
幽
芳
の
家
庭
小
説
観
は
、
そ
の
古
さ
を
単
純
に
否
定
し
え
な
い

地
点
か
ら
発
想
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
も
う

一
つ
の
優
位
性
の
根
拠
に
も

つ
な
が
る
。

二
点
目
の
根
拠
と
は

「家
庭
」
と

い
う
理
念
そ
の
も
の
の
優
位
性
で
あ
る
。
幽
芳
は
こ
の
時

期
、
新
聞
記
者
の
立
場
か
ら

「家
庭
」
の
問
題
の
重
要
性
を
認
識
せ
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
よ
う

だ
。　
一
八
九
八

（明
治
三

一
）
年
施
行
の
民
法
に
お
い
て
法
的
な
単
位
と
し
て
家
と
い
う
も
の
が

位
置
づ
け
ら
れ
、
家
父
長
制
が
補
強
さ
れ
た
。
同
時
に
、
良
妻
賢
母
と
い
う
教
え
が
前
景
化
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
。
幽
芳
が

「家
庭
の
栞
」
欄
を
創
設
す
る
の
も

一
八
九
七
年
前
後
で
あ
る
。

「家
庭
の
栞
」
欄
は
家
庭
、
特
に
女
性
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
発
信
し
て
い
た
記
事
で

あ
る
。
内
容
は
料
理
、
子
ど
も
、
家
族
の
健
康
管
理
な
ど
の
家
事
に
関
す
る
も
の
、
化
粧
な
ど
の

美
容
に
関
す
る
も
の
、
女
性
の
立
ち
居
振
る
舞
い
、
風
俗
に
関
す
る
も
の
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
る
。
そ
の
な
か
で
幽
芳
は

「離
縁
と
新
民
法
」
や

「家
庭
に
於
る
父
母
」
と
い
う
記
事
も
書

い
て
い
る
。
「離
縁
と
新
民
法
」
は

一
八
九
八
年
八
月

一
二
日
か
ら

一
七
日
ま
で
五
回
の
連
載
記

事
で
、
い
さ
さ
か

「家
庭
の
栞
」
欄
の
体
裁
を
こ
え
て
い
る
。
そ
こ
に
幽
芳
の
強
い
問
題
意
識
が

あ

っ
た
と
解
釈
で
き
る
だ
ろ
う
。

幽
芳
の
主
張
は
ま
ず
、
男
側
か
ら
の

一
方
的
な
離
婚
と
い
う

「野
蛮
的
習
慣
」
が

一
般
化
し
て

い
る
こ
と
を
問
題
化
す
る
。
そ
し
て
、
新
民
法
に
お
い
て
は

「
野
蛮
的
習
慣
」
が
法
の
制
限
の
対

象
と
な

っ
た
こ
と
を
説
明
す
る
。
以
下
、
離
婚
裁
判
を
提
起
す
る
こ
と
の
で
き
る
場
合
を
具
に
紹

介
し
て
い
く
。
こ
の
記
事
で
幽
芳
は
離
縁
と
い
う
前
近
代
的
な
習
慣
を
規
制
す
る
近
代
的
な
民
法

を
評
価
し
て
い
る
。
だ
が
同
時
に
、
「法
律
が
如
何
に
完
備
し
た
れ
ば
と
て
社
会
の
人
心
を
改
善

せ
ざ
る
以
上
は
悪
徳
は
種
々
な
る
方
法
に
依
り
て
行
は
れ
離
婚
の
如
き
も

一
層
惨
酷
な
る
手
段
に

て
行
は
る

ゝ
に
至
ら
ん
も
知
る
可
か
ら
ず
」
と
も
述
べ
る
。
法
に
よ
る
制
限
が
さ
ら
な
る
法
の
抜

け
道
的
な
悪
事
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
法
の
限
界
を
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
う

え
で
幽
芳
は

「家
庭
の
教
育
を
改
良
し
婚
姻
を
鄭
重
に
し
夫
婦
の
関
係
を

一
層
健
全
な
ら
し
む
る

の
策
を
講
ず
る
に
あ
り
」
と
い
う
。
法
の
限
界
を
見
据
え
た
結
果
、
法
を
超
え
る
道
徳
を
教
育
す

る
場
と
い
う
役
割
が
家
庭
に
割
り
振
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
幽
芳
の
家
庭
の
理
想
像
は

「家
庭
に
於
る
父
母
」
２

八
九
八
年
九
月
七
日
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「家
庭
に
於
る
父
母
」
の
な
か
で
幽
芳
は
、
現
今
の
父
母
と
は

「漫
然
子
を
挙
け
た
る
が
故
に

父
母
」
で
あ
り
、
家
庭
で
の
教
育
も

「父
母
た
る
が
故
に
教
育
の
義
務
あ
り
と
心
得
る
に
過
ぎ

ず
」
と
い
う
状
況
で
あ
り
、
「真
正
に
児
童
に
対
す
る
地
位
と
責
任
に
関
し
て
は
自
ら
知
ら
ず
只

空
々
寂
々
子
を
産
み
子
を
育
つ
る
を
以
て
父
母
の
能
事
終
れ
り
と
す
る
も
の
多
き
に
似
た
り
」
と

難
詰
す
る
。
父
母
の
家
庭
で
の
存
在
意
義
は
、
勤
勉
の
必
要
性
、
同
情
の
念
、
道
徳
の
制
裁
を
教

え
、
「
一
家
に
秩
序
あ
る
事
よ
り
延
て
社
会
に
も
秩
序
の
必
要
な
る
事
等
を
知
ら
し
め
総
て
冥
々

の
中
に
児
童
が
後
来
人
間
と
し
て
世
に
処
す
る
に
必
要
な
る
根
本
の
智
識
を
養
は
じ
む
る
に
在

り
」
と
す
る
。
家
庭
を
社
会
の
最
小
単
位
と
と
ら
え
、
社
会
の
構
成
員
の

一
員
と
し
て
児
童
に
社
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会
秩
序
や
道
徳
を
教
育
す
る
、
と
い
う
家
庭
教
育

の
主
張
は
、
明
治
中
期
に
繰
り
返
さ
れ
て
い

た
。
そ
こ
か
ら
父
は
家
庭
を
代
表
し
、
母
は
家
庭
内
を
調
和
す
る
と
い
う
性
別
役
割
分
業
論
も
現

れ
る
。
そ
う
し
た
家
庭
教
育
の
言
説
を
幽
芳
は
小
説
の
啓
蒙
性
に
接
合
す
る
。
そ
れ
が
幽
芳
の
家

庭
小
説
な
の
で
あ
る
。

社
会
に
お
け
る
家
庭
の
役
割
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
の
家
庭
小
説
は
、
道
徳
性
の
啓
蒙
と
い
う
点

で
、
講
談
と
近
接
す
る
。
道
徳
の
教
育
の
た
め
、
勧
善
懲
悪
と
い
う
物
語
の
型
を
踏
襲
し
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
か
ら
だ
。
「講
談
＝
家
庭
小
説
＝
通
俗
」
と

い
う
図
式
は
こ
こ
に
由
来
す
る
。
だ

が
、
幽
芳
は

「家
庭
」
と
い
う
近
代
の
概
念
に
依
拠
し
、
善
と
悪
と
を
複
雑
に
す
る
こ
と
に
よ

つ

て
、
講
談
と
の
差
別
化
を
図
ろ
う
と
も
す
る
の
で
あ
る
。
家
や
主
君
と

い
う
封
建
的
な
講
談
か

ら
、
新
た
な
近
代
の

「家
庭
」

へ
と
い
う
舞
台
設
定
の
変
更
が
、
幽
芳
の
講
談
に
対
す
る
優
位
性

の
王
張
に
つ
な
が
る
と
い
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
家
庭
小
説
も
講
談
も
そ
の
目
指
す
地
点
は
そ
れ
ほ
ど
隔
た

っ
て
は
い
な
い
。

先
ど

っ
て
い
え
ば
、
む
し
ろ
同

一
の
ベ
ク
ト
ル
を
有
し
て
い
る
。
そ
れ
は
幽
芳
の
次
の
よ
う
な
こ

と
ば
か
ら
も
推
測
で
き
る
。

婚
姻
の
最
大
目
的
は
人
の
此
世
に
生
れ
出
た
る
義
務
を
完
う
せ
ん
が
た
め
に
し
て
天
賦
の
霊

性
を
発
達
せ
し
む
る
国
家
及
社
会
に
尽
す
可
き

一
の
方
便
な
る
が
た
め
に
之
を
行
ふ
な
り
祖

先
の
血
統
を
絶

つ
ま
じ
と
す
る
が
如
き
は
寧
ろ
私
の
事
に
属
せ
り
　
人
は
必
ら
ず
相
寄
り
て

生
活
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
そ
の
大
な
る
も
の
を
国
家
と
云
ひ
小
な
る
も
の
を
家
族
と
い
ふ
新
夫

妻
あ
り
て
こ

ゝ
に
新
家
庭
起
り
新
家
庭
あ
り
て
始
め
て
新
事
業
営
ま
る
社
会
は
之
が
た
め
に

益
せ
ら
れ
国
家
は
之
が
た
め
に
成
立
す
国
家
及
社
会
の
根
本
は
詮
じ
来
れ
ば
実
に
新
夫
妻
に

在
り
故
に
社
会
国
家
の
盛
衰
消
長
は
実
に
夫
妻
の
関
係
如
何
に
基
づ
く
も
の
に
し
て
夫
妻
の

関
係
正
し
か
ら
ず
ま
た
撃
固
な
ら
ざ
る
時
は
焉
ん
ぞ
健
全
撃
固
な
る
国
家
を
見
る
事
を
得
ん

や
社
会
の
極
小
単
位
で
あ
る

「家
庭
」
か
ら
極
大
の
国
家

へ
の
連
続
性
。
「家
庭
」
で
の
道
徳
教

育
は
国
家
の
枠
ま
で
拡
大
さ
れ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
親
子
関
係
を
天
皇
と
国
民
の
関
係
に
擬
制

し
て
重
ね
ら
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
家
族
国
家
観
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
親

へ
の
孝
が
君
主

へ
の
忠
と
い

う
徳
目
に
容
易
に
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
ら
れ
、
封
建
的
な
道
徳
が
近
代
国
家
の
支
配
原
理
を
強
め
て
い

く
の
で
あ
る
。
「家
庭
」
を
語
る
こ
と
ば
に
は
、
そ
う
し
た
国
家
と
の
連
関
性
が
モ
チ
ー
フ
と
し

て
潜
在
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
「家
庭
」
の
調
和
、
道
徳
は
忠
孝
の
観
念
を
経
て
国
家
権
力
に

回
収
さ
れ
て
い
く
。
こ
こ
で
、
忠
孝
を
主
要
テ
ー
マ
と
し
た
講
談
と
、
家
庭
小
説
と
が
相
互
に
補

完
し
あ
う
と
い
う
構
造
が
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。

幽
芳
の
最
初
の
家
庭
小
説

「己
が
罪
」
の
舞
台
に
華
族
の

「家
庭
」
が
選
ば
れ
る
の
も
、
そ
う

し
た
家
族
国
家
観
に
関
わ
り
が
あ
る
。
天
皇
を
頂
点
と
す
る
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
上
位
を
占
め
る
華

族
は
道
徳
的
に
も
高
位
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
道
徳
を
語
る
の
は
天
皇
を
代
行
す
る
華
族

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
土
着
的
な
古
い
家
族
を
父
の
死
に
よ

つ
て
棄
却
し
、
新
し
い

道
徳
的
な
華
族
の

「家
庭
」
を
再
生
さ
せ
る

「己
が
罪
」
は
、
ま
さ
に
近
代
的
か
つ
啓
蒙
的
な
物

語
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

四
、

二

つ
の
変
質

「己
が
罪
」
に
始
ま
る

『大
阪
毎
日
新
聞
』
の
家
庭
小
説
の
系
譜
は
中
村
春
雨
の

「無
花
果
」

の
登
場
へ
と
結
実
す
る
。
第

一
回
の
懸
賞
小
説
募
集
の

一
等
と
な

っ
た

「無
花
果
」
は
、
ア
メ
リ

カ
人
の
妻

・
恵
美
耶
を
連
れ
た
神
学
士

・
鳩
宮
庸
之
助
が
帰
国
し
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
ア
メ

リ
カ
人
の
嫁
に
と
ま
ど
い
、
冷
た
く
あ
た
る
庸
之
助
の
家
族
の
仕
打
ち
を
堪
え
忍
ぶ
恵
美
耶
と
、

脱
獄
し
た
昔
の
恋
人

・
お
澤
を
匿
い
、
罪
の
意
識
に
苛
ま
れ
る
庸
之
助
と
を
軸
に
物
語
は
展
開
し

て
い
く
。
恵
美
耶
は

一
子

・
恵
太
郎
を
得
た
こ
と
で
庸
之
助
の
家
族
か
ら
温
か
く
迎
え
ら
れ
る
。

お
澤
は
再
び
入
獄
す
る
が
自
殺
、
庸
之
助
も
お
澤
を
匿

っ
た
罪
で
収
監
さ
れ
、
出
獄
後
、
偶
然
聞

い
た
賛
美
歌
に
よ
っ
て
再
起
を
誓
う
。
お
澤
と
庸
之
助
の
間
の
子

・
お
巻
は
恵
美
耶
に
引
き
取
ら

れ
、
恵
太
郎
と
と
も
に
育
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

「無
花
果
」
は

「己
が
罪
」
な
ど
と
と
も
に
家
庭
小
説
の
代
表
的
な
作
品
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る

こ
と
が
多

い
が
、
両
者
は
異
な

っ
た
前
提
を
も

つ
。
そ
の
違
い
と
は
、
「己
が
罪
」
が
華
族
を
登

場
さ
せ
た
の
に
対
し
、
「無
花
果
」
に
は
西
欧
文
化
、
キ
リ
ス
ト
教
が
導
入
さ
れ
て
い
る
こ
と

だ
。
キ
リ
ス
ト
教
は
、
た
と
え
ば
徳
富
産
花
の

「不
如
帰
」
に
も
登
場
す
る
が
、
物
語
の
中
心
と

し
て
扱
わ
れ
て
い
な
か

っ
た
。　
一
方
、
「無
花
呆
」
で
は
キ
リ
ス
ト
教
的
な
倫
理
観
が
物
語
を
支

え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
恵
美
耶
が
体
現
す
る
キ
リ
ス
ト
教
的
な
倫
理
観
が
庸
之
助
と
そ
の

家
族
を
道
徳
的
に
律
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
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こ
の
と
き
、
「無
花
呆
」
は
奇
妙
な
二
重
構
造
を
も

つ
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
道
徳
の
根
源
が

国
家
の
内
部
で
は
な
く
、
外
部
に
求
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
「無
花
呆
」
で
は
封
建
的
な

忠
孝
で
は
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
倫
理
観
に
よ
る

「家
庭
」
の
再
生
が
描
か
れ
る
。
だ
が
、
そ

う
し
た
キ
リ
ス
ト
教
的
倫
理
観
は
、
旧
来
の
家
庭
に
接
合
さ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
内
発
的
な
道

徳
規
準
に
変
換
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
恵
美
耶
は
家
族
か
ら
の
冷
遇
や
夫
の
裏
切
り
に
耐
え
て
家

庭
を
守
る
。
な
お
か
つ
、
恵
太
郎
と
い
う
男
子
を
も
う
け
、
さ
ら
に
お
巻
と
い
う
義
理
の
娘
を
養

育
す
る
。
恵
美
耶
は
近
代
日
本
の
良
妻
賢
母
の
典
型
で
あ
り
、
そ
の
出
自
は
不
間
に
付
さ
れ
る
。

良
妻
賢
母
に
な
る
こ
と
で
恵
美
耶
は
、
日
本
の

「家
庭
」
の
な
か
に
初
め
て
場
を
与
え
ら
れ
、
そ

の

一
員
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

理
想
の
ホ
ー
ム
の
具
象
で
あ
る
恵
美
耶
を
包
摂
し
た
近
代
日
本
の
鳩
宮
家
。
西
洋
的
価
値
基
準

の
優
位
性
と
そ
の
内
面
化
と
い
う
二
重
の
構
造
が
こ
こ
で
は
示
さ
れ
る
。
そ
れ
は
い
わ
ば
、
近
代

日
本
の
カ
リ
カ
チ
ュ
ア
と
も
い
え
よ
う
。
良
妻
賢
母
の
感
化
に
よ
る

「家
庭
」
の
再
生
と
い
う
物

語
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
人
の
妻
と
い
う

「無
花
呆
」
以
上
の
設
定
を
創
出
す
る
の
は
困
難
だ
。

こ
う
し
た
意
味
で

「無
花
果
」
は
啓
蒙
的
な
家
庭
小
説
の
着
地
点
を
無
意
識
な
が
ら
も
決
定
づ
け

て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
以
後
し
ば
ら
く
、
『大
阪
毎
日
』
で
は
家
庭
小
説
が
紙
面
か
ら
消
え

る
。
幽
芳
の
名
は
翻
案
も
の
の
訳
述
者
と
し
て
現
れ
る
だ
け
と
な
る
。

家
庭
小
説
の
再
登
場
は

一
九
〇
三

（明
治
三
六
）
年
、
菊
池
幽
芳
の

「乳
姉
妹
」
で
あ

っ
た
。

「家
庭
小
説
」
と
い
う
角
書
き
を
付
さ
れ
た
こ
の
小
説
は
、
「無
花
果
」
の
よ
う
な
啓
蒙
的
な
家
庭

小
説
の
沈
黙
の
あ
と
に
登
場
さ
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
華
族
の
娘
と
自
ら
の
出
自
を
偽

っ
た

君
江
は
自
ら
の
虚
栄
に
よ
っ
て
死
に
、
謙
譲
の
美
徳
を
体
現
す
る
房
江
が
本
当
の
娘
と
し
て
認
め

ら
れ
る
。
善
と
悪
、
哀
れ
さ
と
罪
と
を

一
身
に
併
せ
持

っ
て
い
た

「己
が
罪
」
の
箕
輪
環
の
複
雑

さ
に
比
べ
れ
ば
、
「乳
姉
妹
」
の
勧
善
懲
悪
の
物
語
は
単
純
す
ぎ
る
。
ま
た
、
「家
庭
小
説
」
と
銘

打
た
れ
て
い
る
も
の
の
、
「己
が
罪
」
の
よ
う
に
家
庭
内
で
の
妻
と
し
て
の
あ
り
方
を
描

い
た
物

語
で
は
な

い
。
「己
の
罪
」
か
ら

「乳
姉
妹
」
に
至
る
間
に
、
家
庭
小
説
は
家
庭
内
で
の
父
母
の

あ
り
方
を
示
す
物
語
か
ら
女
性
の
あ
り
方
に
の
み
焦
点
化
し
た
物
語
へ
と
変
貌
し
た
の
で
あ
る
。

鬼
頭
七
美
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
「己
が
罪
」
も
連
載
当
初
は
多
様
な
読
み
を
可
能
に
す
る
テ
ク

ス
ト
で
あ

っ
た
と
い
う
。
た
だ
し
、
そ
の
テ
ク
ス
ト
の
読
み
を
家
庭
教
育
と
い
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト

に
よ
っ
て
規
定
し
て
み
る
と
き
、
啓
蒙
性
の
高
い
家
庭
小
説
と
し
て
読
む
こ
と
が
要
請
さ
れ
た
の

だ
と
い
え
る
。
だ
が
、
「乳
姉
妹
」
で
は
す
で
に
家
庭
教
育
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
が
後
景
化
し
て
し

ま

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
時
期
、
家
庭
の
言
説
は
女
子
教
育
の
領
域
に
囲
い
こ

ま
れ
、
分
離
さ
れ
て
は
じ
め
て
い
た
。
牟
田
和
恵
に
よ
れ
ば
、
総
合
雑
誌
か
ら
家
庭
欄
が
徐
々
に

消
え
て
い
く
の
が

一
九
〇
〇
年
代
の
半
ば
だ
と
い
う
。
国
家
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
結
び
つ
い
て
い
た

は
ず
の
家
庭
内
で
の
役
割
分
担
の
問
題
が
、
私
的
な
空
間
で
の
問
題
と
し
て
限
定
さ
れ
て
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
く
。
神
聖
な
恋
愛
に
よ

っ
て
結
ば
れ
、
営
ま
れ
る

「家
庭
」
と
い
う
理
念

が
、
そ
の
私
化
を
促
進
し
た
と
も

い
え
る
だ
ろ
う
。
恋
愛
と
い
う
観
念
が
個
人
と
い
う
観
念
に
結

び
つ
く
た
め
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
「家
庭
」
理
念
の
浸
透
が
家
庭
を
私
的
空
間

へ
と
シ
フ
ト
さ
せ

た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
時
代
背
景
が

「乳
姉
妹
」
の
設
定
に
も
影
響
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
妻
で
あ
り
、
母

で
あ
る
こ
と
に
葛
藤
し
、
妻
で
あ
る
こ
と
に
絶
望
す
る
環
に
対
し
て
、
君
江
と
房
江
は
妻
に
な
る

こ
と
が
到
達
地
点
と
さ
れ
て
い
る
。
偽
り
の
人
生
を
歩
む
君
江
に
は
死
が
訪
れ
、
正
し
く
生
き
る

房
江
に
は
良
妻
賢
母
へ
の
道
が
保
証
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
い
え
る
。
そ
こ
か
ら
先
の
妻
、
母
と
し

て
の
役
割
は
す
で
に
自
明
の
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
夫
や
子
と
の
往
還
関
係
は
絶
た

れ
、
女
性
の
自
己
同

一
化
の
物
語
が
語
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
だ
。
「家
庭
小
説
」
と
い

う
こ
と
ば
は
、
こ
う
し
た
内
的
な
変
質
を
隠
蔽
す
る
よ
う
に
作
用
し
て
い
る
。
あ
た
か
も
連
続
し

て
い
る
か
の
よ
う
に
見
せ
な
が
ら
、
そ
の
間
の
変
化
は
明
白
だ
。
こ
の
と
き
、
幽
芳
の
家
庭
小
説

は
後
の
通
俗
小
説
へ
の
経
路
を
拓
い
た
と
も
い
え
る
。

そ
の
後
の
幽
芳
は

「夏
子

（愛
と
罪
と
、
「筆
子
」
、
「寒
潮
」
な
ど
の
家
庭
小
説
を
次
々
と
執

筆
す
る
。
こ
れ
ら
で
は
女
性
た
ち
の
波
乱
の
人
生
を
描
き
出
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
「寒
潮
」
の

は
し
が
き
に
は
こ
う
あ
る
。

こ
の
小
説
中
に
現
は
れ
る
人
物
の
多
数
は
、
共
に
現
在
せ
る
人
々
で
、
小
説
中
の
事
件
も
、

ま
た
そ
の
大
半
は
赤
裸
々
の
事
実
で
あ
る
。
余
は
こ
の
小
説
中
の
ヒ
ロ
イ
ン
た
る
二
人
の
女

性
よ
り
、
そ
の
誠
実
の
告
白
を
聞
き
、
そ
の
承
諾
を
得
て
、
こ

ゝ
に

「寒
潮
」
の
筆
を
執
ら

ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

事
実
の
告
白
に
基
づ
く
小
説
と
い
う
考
え
方
は
、
自
然
主
義
文
学
の
影
響
を
受
け
た
も
の
だ
と

い
え
る
。
問
題
は
そ
う
し
た
モ
デ
ル
に
対
す
る
同
情
を
作
者
が
要
求
す
る
と

い
う
点
に
あ
る
。

「諸
君
の
前
に
表
る
べ
き
二
個
の
婦
人
に
、
多
く
の
同
情
を
寄
せ
ら
れ
ん
事
を
切
望
す
る
」
と
幽
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芳
は
書
く
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
「寒
潮
」
で
は
作
中
に
新
し
く
登
場
し
て
き
た
別
の
人
物
が
主
に

描
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
当
初
幽
芳
が
期
待
し
た
同
情
と
は
、
女
性
読
者
に
よ
る
女
性
読

者
に
対
す
る
共
感
で
あ
る
は
ず
だ
。
そ
う
し
た
関
係
の
前
提
に
あ
る
の
は
女
性
ジ

ェ
ン
ダ
ー
化
さ

れ
た
家
庭
小
説
の
読
者
像
で
あ
ろ
う
。
女
性
な
ら
ば
こ
そ
幽
芳
の
描
く
女
性
の
あ
り
方
に
共
鳴
で

き
る
は
ず
だ
と
い
う
思
考
が
こ
こ
に
は
あ
る
。
幽
芳
に
と

っ
て
の
啓
蒙
の
時
代
が
す
で
に
終
わ

っ

た
の
で
あ
る
。

日
露
戦
争

（
一
九
〇
四
～
五
年
）
を
は
さ
ん
で
、
そ
う
し
た
傾
向
は
さ
ら
に
加
速
す
る
。　
一
九

〇
六

（明
治
三
九
）
年
三
月
に
掲
載
が
始
ま

っ
た

「真
澄
大
尉
」
は
日
露
戦
争
時
の
軍
事
探
偵
を

テ
ー
マ
に
し
た
作
品
で
あ
る
。
そ
の
は
し
が
き
に
は
次
の
よ
う
な

一
文
が
見
ら
れ
る
。

今
や
国
民
の
元
気
漸
く
戦
後
の
経
営
に
奮
ひ
、
婦
入
社
会
す
ら
海
外
に
眼
を
注
ぐ
の
時
運
に

際
し
、
此
の
如
き
小
説
は
蓋
し
好
箇
の
読
も
の
た
る
を
信
ず

「婦
入
社
会
す
ら
」
と

い
う
こ
と
ば
は
、
ジ

エ
ン
ダ
ー
化
さ
れ
た
読
者
の
存
在
を
示
唆
し
て
く

れ
る
。
恋
愛
人
情
の
私
的
領
域

へ
の
封
鎖
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
も
は
や
家
庭
で
の
女
性
の
役
割
は

公
的
に
は
問
題
に
さ
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
啓
蒙
的
な

「俗
受
」
は
、
家
庭
の
私
的
領

域

へ
の
包
摂
と
読
者
の
女
性
ジ

ェ
ン
ダ
ー
化
に
伴
い
、
い
わ
ゆ
る

「通
俗
」

へ
と
緩
や
か
に
変
化

し
て
い
く
。
幽
芳
は
二
つ
の

「家
庭
小
説
」
を
架
橋
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

五
、
家
庭
小
説

の
行
方

一
九
〇
八

（明
治
四

一
）
年
末
、
菊
池
幽
芳
は
欧
州
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
る
。
以
後
、

二
年
あ
ま
り
幽
芳
は

『大
阪
毎
日
新
聞
』
の
紙
面
か
ら
遠
ざ
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。
幽
芳
の
後
に

『大
毎
』
の
家
庭
小
説
の
中
心
的
存
在
に
な
っ
た
の
が
、
田
口
掬
汀
だ
っ
た
と
い
え
る
。　
一
九
〇

六
年
、
大
阪
毎
日
新
聞
社
は
東
京
紙
の

『電
報
新
聞
』
を
買
収
し
て
、
『毎
日
電
報
』
を
創
刊
し

た
。
こ
れ
を
機
に
、
東
西

『朝
日
新
聞
』
、
『時
事
新
報
』
と
の
東
西
市
場
で
の
同
時
展
開
競
争
が

始
ま
る
こ
と
に
な
る
。
新
聞
小
説
の
面
で
大
阪
毎
日
の
東
京
進
出
を
象
徴
す
る
の
が
、
時
代
小
説

の
塚
原
渋
柿
園
と
家
庭
小
説
の
田
口
掬
汀
の
存
在
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
東
京
紙
で
活
躍
し
た
作
家

を
採
用
す
る
こ
と
で
、
東
京
と
大
阪
の
連
続
性
を
強
く
読
者
に
意
識
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。　
一
九

〇
八
年
に
大
阪
毎
日
新
聞
社
に
入
社
し
た
掬
汀
は
、
す
で
に

『万
朝
報
』
な
ど
で
活
躍
し
て
お

り
、
家
庭
小
説
の
書
き
手
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
長
年
積
ん
で
い
た
。
『大
毎
』
に
も
す
で
に

「新
生
涯
」
を
発
表
し
て
い
る
。
そ
の
掬
汀
が

一
九
〇
九

（明
治
四
二
）
年
七
月

一
七
日
付
の
新

聞
に
載
せ
た

「仕
合
者
」
の
予
告
が
あ
る
。

考

へ
さ
せ
る
小
説
が
必
要
だ
と
云
ふ
者
が
あ
る
。
成
程
夫
も
必
要
に
は
違
ひ
な
い
が
考

へ
ね

ば
解
ら
ぬ
も
の
で
は
読
者
が
迷
惑
だ
。
又
作
家
に
し
て
も
人
に
迷
惑
さ
せ
て
ま
で
無
理
に
読

ま
す
べ
き
権
利
は
な
い
。
人
生
は
苦
痛
の
世
界
だ
の
悲
哀
の
陳
列
場
だ
の
と
云
ふ
け
れ
ど
、

無
間
断
に
眉
を
欅
め
、
年
中
渋
い
顔
の
み
し
て
居
ら
れ
る
も
の
で
な
い
。

こ
こ
で
掬
汀
は
小
説
の
娯
楽
性
を
打
ち
出
し
た
主
張
を
行

っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
真
率
な
る
告

白
や
人
生
の
悲
哀
な
ど
と
い
っ
た
自
然
主
義
文
学

へ
の
対
抗
意
識
が
、
ま
ず
は
こ
の

一
文
か
ら
読

み
取
れ
よ
う
。　
一
九
〇
〇
年
代
後
半
に
入
り
、
芸
術
至
上
主
義
か
つ
作
家
主
義
的
な
近
代
文
学
の

理
念
が
確
立
さ
れ
つ
つ
あ

つ
た
の
に
対
し
、
掬
汀
は
そ
こ
か
ら
の
離
脱
を
官
一言
し
て
み
せ
た
の
で

あ
る
。
裏
返
し
て
い
え
ば
、
掬
汀
の
離
脱
宣
言
は
読
者
本
意
、
非
芸
術

へ
の
道
標
で
あ

っ
た
の

だ
。
飯
田
祐
子
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
〈
職
業
〉
を
め
ぐ

っ
て
、
自
然
主
義
に
よ
る
芸
術
至
上
主

義
近
代
文
学
の
男
性
ジ

ェ
ン
ダ
ー
化
と
家
庭
小
説
の
女
性
ジ
ェ
ン
ダ
ー
化
が
推
進
さ
れ
た
の
も
こ

の
頃
だ

っ
た
。
こ
こ
に
読
者
の
ジ

ェ
ン
ダ
ー
化
の
問
題
も
重
な

っ
て
く
る
。
文
学
理
念
の
芸
術
至

上
主
義
化
の
傾
向
が
強
ま

っ
て
く
る
と
、
家
庭
小
説
の
読
者
を

《
読
め
な
い
読
者
》
と
し
て
差
別

化
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
お
こ
っ
て
く
る
。
こ
の
読
者
を
体
現
す
る
の
が

「女
性
」
と
い
う
こ
と

ば
で
あ

っ
た
。
女
性
ジ

ェ
ン
ダ
ー
化
さ
れ
た
家
庭
小
説
の
読
者
は
隔
離
の
対
象
と
な
り
、
家
庭
小

説
は
日
本
近
代
文
学
の

「圏
外
」

へ
と
自
閉
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

ま
た
逆
に
、
女
子
教
育
の
場
で
も
、
小
説
の
悪
影
響

へ
の
懸
念
が
拡
大
し
て
い
き

つ
つ
あ
る
時

期
で
も
あ

っ
た
。
こ
と
に

一
九
〇
三

（明
治
三
六
）
年
の
藤
村
操
の
自
殺
以
来
、
西
欧
由
来
の
芸

術
的
な
文
学
の
悪
し
き
影
響
が
説
か
れ
、
教
育
と
文
学
の
隔
離
が
行
わ
れ
て
い
く
。
た
と
え
ば
、

『家
庭
文
芸
』
の
発
刊
に
伴

っ
て
、
加
藤
弘
之
は

「昨
今
女
学
生
の
堕
落
な
ど
と
云
ふ
声
を
耳
に

す
る
が
、
こ
れ
な
ど
も
、
重
な
る
原
因
の

一
つ
は
此
悪
文
学
の
悪
影
響
と
云
ふ
こ
と
に
存
す
る
も

の
と
考

へ
る
」
と
い
う
。
「今
日
の
女
学
生
な
ど
の
間
に
見
え
る
悪
傾
向
は
身
を
持
崩
す
、
不
品

行
な
こ
と
を
す
る
、
是
が

一
つ
。
今

一
つ
は
無
暗
矢
鱈
に
世
を
呆
敢
な
む
、
世
の
中
が
厭
に
な

っ

た
と
云

っ
て
華
厳
の
瀧
な
ど

へ
出
掛
け
て
行
く
、
ど
ち
ら
に
し
て
も
よ
く
な
い
、
憂
ふ
べ
き
現
象

で
あ
る
」
。
こ
う
し
た
意
見
は
当
時
の

〈
良
識
あ
る
知
識
人
〉
の
共
通
認
識
だ

っ
た
で
あ
ろ
う
。
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芸
術
至
上
主
義
文
学
の
男
性
ジ

ェ
ン
ダ
ー
化
は
、
女
子
教
育
側
か
ら
の
隔
離
に
よ

っ
て
も
進
行
し

て
い
っ
た
よ
う
だ
。

文
学
者
か
ら
引
か
れ
た
境
界
線
は
家
庭
小
説
を
女
子
教
育
の
側

へ
と
追

い
や
る
。
家
庭
小
説
は

物
語
の
型
と
し
て
の
勧
善
懲
悪
と
道
徳
性
と
を
残
存
さ
せ
た
娯
楽
と
し
て
自
ら
の
無
垢
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
わ
け
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
け

つ
し
て
良
妻
賢
母
の
コ
ー
ド
が
失
効
し
た
こ
と
を
意
味

す
る
も

の
で
は
な

い
。
む
し
ろ
、
良
妻
賢
母
の
コ
ー
ド
は
娯
楽
の
陰

に
隠
蔽
さ
れ
、
物
語
の
な
か

に
包
括
さ
れ
た
の
だ
と

い
え
る
。

同
時
に
、
掬
汀
の
こ
と
ば
に
は
新
聞
メ
デ
ィ
ア
間
の
競
争
原
理
も
作
用
し
て
い
よ
う
。
東
西
の

『朝
日
新
聞
』
が
夏
目
漱
石
と

い
う
イ
ン
テ
リ
作
家
を
採
用
し
た

の
に
対
す
る
対
抗
意
識
を
、
田

口
掬
汀
の
こ
と
ば
に
看
取
す
る
こ
と
も
で
き
な

い
だ
ろ
う
か
。
「
仕
合
者
」

の
予
告
が
掲
載
さ
れ

た

一
九
〇
九
年
七
月

一
七
日
の
東
西

『朝
日
新
聞
』
に
は
漱
石
の

「
そ
れ
か
ら
」
が
掲
載
さ
れ
て

い
た
。
大
学
を
卒
業
し
な
が
ら
何
を
す
る
と
も
な
く
日
々
を
暮
ら
し
て
い
る
、

い
わ
ゆ
る
高
等
遊

民
の
物
語
を
、
掬
汀
が
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
た
の
か
は
定
か
で
は
な

い
。
だ
が
、
「虞
美

人
草
」

に
お

い
て
家
庭
小
説
の
物
語
性
を
否
定
し
た
漱
石
の
作
品
は
、
女
性
読
者
に
は

《
読
め
な

い
》
小
説
で
あ

っ
た
こ
と
は
間
違

い
な

い
だ
ろ
う
。
掬
汀
は
そ
の
逆
を
衝
く
。
掬
汀
の
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
は
、
そ
う
し
た
文
学
作
品
か
ら
排
除
さ
れ
、
自
閉
す
る
読
者

へ
向
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
家

庭
小
説
の
日
本
近
代
文
学
か
ら
の
逸
脱
の
歴
史
は
、
そ
の
読
者
と
と
も

に
近
代
を
た
ど
る
こ
と
で

も
あ
る
。
そ
の
道
の
り
は
ま
だ
ま
だ
長

い
。

江ヽ田
　
「家
庭
小
説
の
展
開
」
翁
明
治
文
学
全
集
９３
　
明
治
家
庭
小
説
』
筑
摩
書
房
、　
一
九
七

一
）

０
　
『彼
ら
の
物
語
―
―
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
日
本
近
代
文
学
』
（名
古
屋
大
学
出
版
会
、　
一
九
九
八
）

０
　
金
子
明
雄

「「家
庭
小
説
」
と
読
む
こ
と
の
帝
国
―
―
『己
が
罪
』
と
い
う
問
題
領
域
」
翁
メ
デ
ィ
ア

・
表
象

・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
ー
ー
明
治
三
十
年
代
の
文
化
研
究
』
（小
沢
書
店
、　
一
九
九
七
）

四

「硯
友
社
側
面
史
　
纏
ま
ら
ぬ
記
憶
」
亀
早
稲
田
文
学
』

一
九
二
六

。
一
）。
引
用
は

『明
治
文
学
回

想
集

（下
Ｌ

（岩
波
文
庫
、　
一
九
九
九
）
に
よ
る
。

同

『大
阪
毎
日
新
聞
』

一
人
九
九
年
四
月
二
日
の
文
学
欄
で
は
、
『よ
し
あ
し
草
』
神
戸
支
部
で
の
水
蔭

崇
拝
を
批
判
す
る
記
事
が
あ
る
。

「文
学
欄
を
設
く
る
の
辞

（上
と

『大
阪
毎
日
新
聞
』

一
八
九
九
年

一
月

一
五
日

『乳
姉
妹
』
（春
陽
堂
、　
一
九
〇
四
）

悶
　
「天
下
茶
屋
の

〈
父
Ｙ
Ｉ
家
庭
小
説

「己
が
罪
」
と
明
治
期
大
阪
の
文
学
カ
ー
ー
」
『文
学
』
二
〇
〇

ｏ
年
九
、　
一
〇
月
号

０
　
「作
家
歴
訪
録

（其
三
と

『よ
し
あ
し
草
』

一
八
九
八
年

一
月
号

⑩
　
「文
学
的
趣
味
」
は
無
署
名
だ
が
、
ヨ
ロ輩
が
本
紙
の
一
隅
を
割
い
て
文
学
欄
を
起
こ
し
た
る
も
」
と

い
う

一
文
か
ら
幽
芳
の
手
に
な
る
文
章
だ
と
判
断
で
き
る
。

‘１１１
　
『大
阪
毎
日
新
聞
』

一
八
九
二
年
二
月
二
六
日
～
四
月

一
一
日

υ
　
「光
子
の
秘
密
」

一
八
九
二
年
二
月
二
六
日
～
四
月

一
一
日
、
「新
聞
売
子
」

一
八
九
七
年

一
月

一
日

ヽ
三
月
二
五
日
、
「国
事
探
偵
」

一
八
九
八
年

一
月

一
日
～
三
月

一
二
日
、
「深
山
雪
枝
」
同
年
三
月

一

三
日
ヽ
五
月
二
〇
日
、
「七
日
間
」
同
年

一
〇
月

一
一
日
～
一
人
九
九
年

一
月

一
五
日

田
　
こ
の
点
は
多
く
誤
解
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
兵
藤
裕
己

（ア
声
〉
の
国
民
国
家

。
日
本
』
日
本

放
送
出
版
協
会
、
二
〇
〇
〇
）
は

「『大
阪
毎
日
新
聞
』
は
、
明
治
三
〇
年
代
に
、
当
時
の
新
聞
と
し
て

は
い
ち
は
や
く
紙
面
か
ら
講
談
速
記
物
を
廃
し
、
趣
味
の
よ
い
家
庭
の
読
み
物
と
し
て
新
聞
連
載
小
説

（
い
わ
ゆ
る
家
庭
小
説
）
を
掲
載
し
た
」
と
記
す
が
、
本
論
で
述
べ
た
よ
う
に
講
談
速
記
と
家
庭
小
説
は

並
行
し
て
連
載
さ
れ
て
い
た
。

回
　
綿
谷
雪
編

『幕
末
明
治
実
歴
諄
』
笙
円
蛙
房
、　
一
九
七

一
）

的
　
藤
田
省
三

『天
皇
制
国
家
の
支
配
原
理
』
（未
来
社
、　
一
九
七
四
、
第
二
版
）

ｍ
　
神
田
伯
山

「徳
川
天

一
坊
」

一
人
九
七
年

一
一
月
八
日
～
九
八
年
二
月

一
一
日
、
西
尾
魯
山

「相
馬

大
作
」

一
八
九
八
年
七
月

一
四
日
ヽ
一
二
月

一
三
日
、
柴
田
薫

「慶
安
太
平
記
」
同
年

一
二
月

一
四
日

～
九
九
年
二
月
二
〇
日
、
桃
川
燕
林

「越
後
騒
動
」

一
九
〇

一
年
四
月

一
三
日
ヽ
八
月

一
四
日
、
桃
川

小
燕
林

「黒
田
騒
動
」
同
年

一
一
月
六
日
～
〇
二
年
三
月
六
日
、
桃
川
燕
林

「宇
都
宮
釣
天
丼
」

一
九

〇
二
年
二
月
七
日
ヽ
五
月
二
四
日
、
小
金
井
馬
琴

「伊
達
評
定
」

一
九
〇
三
年
九
月
四
日
～

一
二
月

一

二
日
、
桃
川
燕
林

「加
賀
騒
動
」

一
九
〇
六
年
三
月

一
五
日
～
七
月
八
日
、
真
龍
斎
貞
水

「仙
石
騒
動
」

一
九

一
〇
年

一
月
二
六
日
～
七
月
三
日
、
真
龍
斎
貞
水

「桜
田
騒
動
」

一
九

一
一
年

一
月

一
日
ヽ
七
月

一
一
日
、
真
龍
斎
貞
水

「天
草
騒
動
」

一
九

一
二
年

一
月

一
日
～
五
月
二

一
日

田
　
「作
家
歴
訪
録

（其
二
ご

『よ
し
あ
し
草
』

一
八
九
七
年
九
月

田
　
兵
藤
裕
己

『〈
声
〉
の
国
民
国
家

。
日
本
』
（日
本
放
送
出
版
協
会
、
二
〇
〇
〇
）

囲
　
「離
縁
と
新
民
法
」
２

）
『大
阪
毎
日
新
聞
』

一
八
九
八
年
八
月

一
二
日

ｍ
　
牟
田
和
恵

『戦
略
と
し
て
の
家
族
　
近
代
日
本
の
国
民
国
家
形
成
と
女
性
』
（新
曜
社
、　
一
九
九
六
）

口
　
川
島
武
宜

『イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
家
族
制
度
』
（岩
波
書
店
、　
一
九
五
七
）

圏
　
「無
花
果
」

一
九
〇

一
年
三
月
二
八
日
～
六
月

一
〇
日

ｍ
　
こ
の
時
期
の
幽
芳
の
作
品
は
、
「白
衣
の
婦
人
」

一
九
〇

一
年
七
月

一
四
日
ヽ
九
月

一
七
日
、
「宝
庫

探
険
秘
中
の
秘
」

一
九
〇
二
年

一
一
月
三
日
ヽ
〇
三
年
三
月
二
八
日
な
ど
で
あ
る
。

劉
　
「乳
姉
妹
」

一
九
〇
三
年
八
月
二
四
日
ヽ
一
二
月
二
六
日

口
　
「紙
面
の
中
の

「己
が
罪
Ｌ

『日
本
近
代
文
学
』
二
〇
〇
六
年
五
月

∽
　
『戦
略
と
し
て
の
家
族
　
近
代
日
本
の
国
民
国
家
形
成
と
女
性
』
（新
曜
社
、　
一
九
九
六
）
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The mutation of the Home Novels

MOR00KA Tomonori

Abstract: The Home Novels began to be weitten at about 1900's. They

COttugal life。

Now, these works are ruled out from the Modern Japanese Literature history and aren't recognized as

works of art because they were written for moral education and positioned as the popular novels.

I want to broaden our horizons by rcconsidering the Home Novels and criticize the authoritative power of

culture and literature.

So,I pick up Kikuchi Yuhou. In the 1900's, Kikuchi Yuhou was one of the most famous writers of the

Home Novels.Hc was a journalist of the Osaka Mainichi Shinbun newspaper company and wrote many news―

paper novels.

In my paper, I focus my attention on Kikuchi Yuhou and the Osaka Mainichi Shinbun newspaper for

which he and the other writers wrote the Home Novels.

I deliberate about transition of the Home Novels with relation to the works of Koudan storytelling and the

context of the education and social events in the 1900's

”
　
「夏
子
」

一
九
〇
五
年
六
月
九
日
～

一
一
月
五
日
、
「筆
子
」

一
九
〇
六
年
六
月

一
日
～

一
二
月

一
〇

日
、
「寒
潮
」

一
九
〇
八
年

一
月

一
日
～
四
月
二

一
日

ω
　
「寒
潮
」
最
終
回
で
五
百
子
と
い
う
女
性
が
新
聞
記
者
と
し
て
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
る
場
面
が
あ
る
。
そ
こ

で
示
さ
れ
る
仕
事
内
容
は
、
西
洋
夫
人
の
訪
間
、
紳
士
の
婦
人
訪
間
、
家
庭
記
事
な
ど

「女
の
領
分
に

関
す
る
仕
事
」
で
あ
る
。
こ
の
場
面
で
は
、
も
は
や
家
庭
と
い
う
領
域
は
私
的
な
も
の
と
し
て
自
明
化

さ
れ
、
女
性
の
社
会
的
役
割
が
公
的
な
労
働
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

の
　
「真
澄
大
尉
」

一
九
〇
六
年
三
月

一
五
日
～
五
月
二
六
日

∞
　
『彼
ら
の
物
語
―
―
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
日
本
近
代
文
学
』
（名
古
屋
大
学
出
版
会
、　
一
九
九
八
）

were about the idealized home and


